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会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
本

会
の
活
動
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
奮

い
、
驚
愕
す
る
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

体
調
に
留
意
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
祈
願

致
し
ま
す
。

さ
て
、
本
会
の
主
要
事
業
の
ひ
と
つ

で
あ
り
ま
す
『
地
域
別
教
育
懇
談
会
』

を
全
国
21
会
場
で
催
し
ま
し
た
。
昨
年

度
よ
り
多
い
約
７
０
０
名
弱
の
ご
参
加

を
頂
き
、
成
績
や
学
校
生
活
、
就
職
活

動
等
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
先
生
方

が
説
明
や
質
疑
に
対
す
る
回
答
を
な
さ

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
等
で
就
職
氷
河
期
を

む
か
え
た
た
め
か
、
就
職
活
動
に
対
す

る
質
疑
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
対
応
と
し
て
大
学
で
は
、
４
年
生
を

対
象
と
す
る
就
職
説
明
会
を
昨
年
度
の

２
倍
の
４
回
開
催
す
る
ほ
か
、
３
年
生

以
下
に
対
し
て
も
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ

の
参
加
の
重
要
性
を
説
明
さ
れ
て
い
た

平
成
21
年
度
地
域
別
教
育

懇
談
会
は
、
９
月
５
日
（
土
）

か
ら
10
月
４
日
（
日
）
に
か

け
て
全
国
21
会
場
（
支
部
主

催
18
会
場
、本
部
主
催
３
会
場
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
特
徴
と
し
て
、
会

長
の
ご
挨
拶
に
も
あ
る
と
お

り
、
就
職
に
対
す
る
関
心
が

非
常
に
高
く
、
支
部
か
ら
は

大
学
に
対
し
て
、
例
年
に
も

増
し
て
就
職
に
つ
い
て
の
説

明
に
重
点
を
置
い
て
欲
し
い

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
大
学
も
こ
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り
詳

し
い
情
報
の
提
供
を
心
が
け

ま
し
た
。

支
部
か
ら
会
員
の
皆
様
へ
の
熱
心
な

呼
び
か
け
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
本
年
は

昨
年
よ
り
出
席
率
が
1.5
％
増
と
い
う
喜

ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
懇
談
会
で
は
、
全
体
的
な
説
明

の
み
な
ら
ず
、
個
別
に
相
談
が
で
き
る

の
で
、
よ
り
内
容
の
濃
い
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
後
日
、
面
談
を
担
当
し
た
教

員
や
職
員
が
ご
子
息
を
研
究
室
に
呼
び

出
し
、
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
相

談
に
乗
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
結
果
、
退
学
を
思
い
と
ど
ま
り
無

事
に
卒
業
で
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

お
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
一
度
教

育
懇
談
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
同
じ

よ
う
な
悩
み
を
持
つ
お
仲
間
に
も
出
会

え
ま
す
。
大
学
で
は
「
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
始
め
と
し
て
、
常
に
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
が
、
地
元
で
相
談
が
で

き
る
の
は
一
年
に
一
度
だ
け
で
す
。
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
、
会
場

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
秋
田
県
支
部
で
は
今
回
、
柳
澤

学
長
が
出
張
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、

県
内
の
工
業
高
校
の
進
学
担
当
者
に
懇

談
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

内
４
校
が
出
席
し
、
直
接
学
長
が
大
学

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
学
生
募

集
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

会
長
　
鳥
取
雄
治
（
A4
岡
山
）
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の
が
印
象
的
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ご

父
母
の
反
応
は
「
参
加
し
て
良
か
っ

た
。」
と
の
ご
意
見
が
大
半
で
あ
り
、

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

「
次
回
も
参
加
し
た
い
。」
と
言
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
家
庭
と
学
校
を
結
ぶ

会
で
あ
り
、
ご
父
母
が
普
段
疑
問
に
思

っ
て
い
る
事
を
直
接
先
生
方
に
お
聞
き

で
き
る
良
き
機
会
で
す
。
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
ご
父
母
の
方
々
は
、
次
年
度
は

是
非
と
も
参
加
し
て
み
て
は
如
何
で
し

ょ
う
か
。
き
っ
と
何
か
を
得
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
多
忙
の

節
に
各
会
場
へ
出
張
し
て
頂
き
ま
し
た

先
生
方
や
事
務
局
の
皆
様
方
、
ま
た
、

会
場
準
備
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
き
ま
し

た
支
部
役
員
の
皆
様
方
に
感
謝
と
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
特
別
事
業
で
あ
り
ま
す
『
駐

輪
場
整
備
事
業
』
も
業
者
に
発
注
を
行

い
、
近
々
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
本
年
度
と
次
年
度
の
二
箇

年
事
業
で
自
転
車
３
０
０
台
と
バ
イ
ク

百
台
の
駐
輪
場
を
エ
コ
に
も
配
慮
し
、

整
備
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
完
成

に
よ
り
整
然
と
し
た
校
内
環
境
の
整
備

が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
学
と
ご
父
母
の
懸
け
橋
と
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し
て
、会
員
の
皆
様
の
ご
要
望
に
心
を
込

め
て
対
応
す
べ
く
、努
力
と
工
夫
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
に
対
す
る
関
心
大
。
出
席
率
1.5
％
上
昇
。



福
島
県
・
秋
田
県
・
青
森
県
支
部
が
視
察
研
修
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11
月
１
日（
月
）か
ら
３
日（
火
・
祝
）

の
三
日
間
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
「
若
杉
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ

１
日
（
日
）
に
は
、
福
島
県
（
12
名

参
加
）、
秋
田
県
（
７
名
）、
青
森
県

（
５
名
）
の
３
支
部
が
合
同
で
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
内
の
施
設
を

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日

に
11
の
支
部
で
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
内
８
支
部
で

支
部
長
が
交
代
し
、
３
支
部
で

再
任
と
な
り
ま
し
た
。
前
支
部

長
に
は
会
長
よ
り
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。一
年
間
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
支
部
長
・
再
任

城
間
良
則
（
Ｍ
２
）

長
野
県
支
部
長
・
再
任

降
旗
一
善
（
Ａ
３
）

東
中
国
支
部
長
・
再
任

鳥
取
雄
治
（
Ａ
４
）

群
馬
県
支
部
長
　
　
佐
藤
聖
一
（
Ｍ
３
）

茨
城
県
支
部
長
　
　
田
村
勝
芳
（
Ｍ
４
）

北
陸
支
部
長
　
　
　
道
上
　
勉
（
Ａ
３
）

山
梨
県
支
部
長
　
　
髙
野
幸
夫
（
Ａ
３
）

静
岡
県
支
部
長
　
　
大
髙
史
雄
（
Ａ
３
）

岩
手
県
支
部
長
　
　
佐
藤
　
透
（
Ｍ
３
）

東
海
支
部
長
　
　
　
杉
下
美
也
子
（
Ｃ
３
）

近
畿
支
部
長
　
　
　
柏
本
喜
久
治
（
Ａ
４
）

〜
以
上
敬
称
略
〜

３
日
（
火
・
祝
）

に
は
蔵
王
支
部
が

芋
煮
を
出
店
し
ま

し
た
。
こ
だ
わ
り
の

地
元
食
材
で
作
っ

た
芋
煮
は
格
別
で
、

学
長
も
舌
鼓
（
写
真

中
）。
新
撰
組
の
ハ

ッ
ピ
を
着
て
張
り

切
る
山
澤
支
部
長

（
写
真
右
）
の
呼
び

込
み
も
あ
り
、
大
好

評
の
う
ち
に
売
切
れ

と
な
り
ま
し
た
。

10
月
24
日
（
土
）、
新
潟
県
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
赤
倉
山
荘
で
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
　
①
地
域
別

教
育
懇
談
会
・
支
部
総
会
実
施
報
告

②
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
　
③
環
境

分
野
研
究
奨
励
助
成
金
に
つ
い
て
　
④

新
聞
広
告
に
つ
い
て
の
４
件
で
、
討
議

の
結
果
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
翌

日
の
研
修
旅
行
で
は
戸
隠
神
社
、
善
光

寺
な
ど
を
参
拝
し
ま
し
た
。

見
学
し
た
後
、
柳
澤
学
長
か
ら
映
像
を

交
え
て
大
学
の
歴
史
と
魅
力
に
つ
い
て

の
お
話
を
伺
い
、
日
本
工
業
大
学
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
ガ
ト
ー
）」。
ケ
ー
キ
を
彩
る
よ
う
に

学
園
祭
を
飾
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

も
ケ
ー
キ
が
一
杯
で
、
一
見
、
女
子
大

(

？)

と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
そ
う
。
近

頃
「
草
食
系
男
子
」、「
ス
イ
ー
ツ
男
子
」

な
ど
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
本
学
の
学
生
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず

と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
学
生
扮
す
る
「
工
業
戦
隊
Ｎ
Ｉ

Ｔ
マ
ン
」
が
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、

男
ら
し
さ（
？
）も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
日（
月
）に
行
わ
れ
た
イ
ン
パ
ル
ス

等
お
笑
い
芸
人
の
ラ
イ
ブ
も
大
盛
況
。

最
終
日
に
は
体
育
館
に
て
相
川
七
瀬
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

柳澤学長から大学について伺う

野外ステージに工業戦隊NITマン登場!!
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

受
付
の
様
子

機械工作センター等施設見学

本物のSLにも乗りました

のぼりを立てて本格的

全国より50名の理事が出席

北陸支部総会で挨拶する柳澤学長

大音師副会長（会長代理）より川上前茨城県支
部長に感謝状を贈呈

第41回若杉祭「GATEAU」福
島
県
・
秋
田
県
・
青
森
県
支
部
が
視
察
研
修
　

蔵
王
支
部
が
芋
煮
出
店

妙
高
高
原「
赤
倉
山
荘
」に
て
理
事
会
を
開
催

1111支部で総会を開催支部で総会を開催1111支部で総会を開催支部で総会を開催11支部で総会を開催
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平成21年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（M＝機械工学科　P＝ものづくり環境学科　S＝創造システム工学科　E＝電気電子工学科　C＝情報工学科　A＝建築学科　L＝生活環境デザイン学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学教員出席者
秋田県支部 9月05日(土) 秋田市 協働大町ビル 秋田県 57 29 50.9% 柳澤学長・神准教授(M)・神野准教授(E)

足立准教授(L)・星野教授(S)・丹羽准教授(C)

福島県支部 9月05日(土) 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 107 36 33.6% 村田教授(M)・竹内教授(M)・鈴木清教授(P)

西村教授(E)・田中講師(A)・鈴木教授(S)

磯野教授(C)

蔵王支部 9月05日(土) 天童市 ホテル王将 山形県・宮城県 118 35 29.7% 長坂教授(M)・青柳准教授(E)・加村准教授(A)

三好教授(S)・正道寺教授(C）

沖縄県支部 9月05日(土) 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県 8 5 62.5% 酒井財務部長

千葉県支部 9月06日(日) 千葉市 京葉銀行文化プラザ 千葉県 195 34 17.4% 丹澤准教授(P)・張准教授(M)・高橋教授(E)

成田健一教授(A)・瀬戸教授(L)・中里准教授(S）

田村講師(S)・北久保准教授(C)

山梨県支部 9月06日(日) 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 24 7 29.2% 増本講師(M)・西山講師(A)・片山教授(C）

岩手県支部 9月12日(土) 北上市 ホテルシティプラザ北上 岩手県 39 20 51.3% 古閑教授(M)・森准教授(E)・桑原教授(A)

吉澤教授(S)・大木教授(C）

栃木県支部 9月12日(土) 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 354 61 17.2% 梅崎学生支援部長・有賀教授(M)

二ノ宮准教授(M)・石川教授(E)・上野講師(E)

白石教授(A)・瀬戸教授(L)・高橋講師(A)

渡部教授(S)・鈴木教授(S)・小林教授(C)

静岡県支部 9月12日(土) 静岡市 清水テルサ 静岡県 71 10 14.1% 藤田総務部長・佐藤教授(P)・谷本教授(E）

岩隈准教授(A)

群馬県支部 9月19日(土) 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 256 40 15.6% 宮澤教授(M)・高木准教授(M)・岡崎助教(M)

森准教授(E)・吉田講師(E)・小川教授(A)

勝木助教(L)・飯塚講師(S)・山地准教授(C）

新潟県支部 9月20日(日) 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 86 35 40.7% 原副学長・神准教授(M)・山口教授(E)

小竿講師(L)・中里准教授(S)・矢部教授(C）

茨城県支部 9月20日(日) 筑西市 ホテルニューつたや 茨城県 438 78 17.8% 兼子教授(M)・田辺講師(M)・石田講師(P)

谷澤教授(E)・青柳准教授(E)・木許講師(E)

白石教授(A)・大岸講師(A)・三宅教授(S)

加藤教授(S）・石川教授(C）・神林准教授(C）

本部(九州) 9月20日(日) 福岡市 ホテル日航福岡 九州 5 1 20.0% 藤田総務部長

本部(四国) 9月21日(月･祝) 高知市 ホテルサンルート高知 四国 13 4 30.8%

北陸支部 9月26日(土) 金沢市 石川県女性センター 富山県・石川県 22 11 50.0% 柳澤学長・丹治講師(M)・森田教授(E)

福井県 勝木助教(L)・伴准教授(S)

長野県支部 9月26日(土) 長野市 ホテル信濃路 長野県 100 24 24.0% 村田教授(M)・野口准教授(M)・堀田教授(E)

伊藤教授(A）・成田剛准教授(A)・丹羽准教授(C）

青森県支部 9月26日(土) 青森市 青森国際ホテル 青森県 92 35 38.0% 兼子教授(M)・谷本教授(E)・黒津教授(L)

小竿講師(L)・田村講師(S)・高瀬講師(C）

東海支部 9月27日(日) 名古屋市 金山ワシントンホテルプラザ 愛知県・三重県 13 5 38.5% 渡辺副学長・福田講師(A)・松田助教(C）

岐阜県

近畿支部 9月27日(日) 尼崎市 ホテルホップインアミング 大阪府・京都府 32 7 21.9% 波多野教育研究推進室長・武田教授(A)

奈良県・滋賀県

兵庫県・和歌山県

西中国支部 9月27日(日) 出雲市 ホテル武志山荘 広島県・山口県 7 5 71.4% 大島教授(M)・西村教授(E)・川村教授(A)

島根県

東中国支部 岡山県・鳥取県 2 2 100.0%

本部(近県) 10月04日(日) 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,285 174 7.6% 柳澤学長・渡辺副学長・原副学長

神奈川県 梅崎学生支援部長・波多野教育研究推進室長

寺尾共通教育系主任・藤田総務部長

酒井財務部長・吉見学生支援課長・栗本教務課長

各学科主任7名他、M5名,P2名,S4名,E4名,C7名,A3名

合　　計 4,324 658 15.2％ 延べ145名

開催
市町村

会員数
（人）

出席者数
（人）

出席率
（％）
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昨
年
秋
以
降
、
米
国
の
金
融
危
機
に

よ
る
世
界
的
な
景
気
の
悪
化
で
、
こ
れ

ま
で
大
量
採
用
が
続
い
た
超
売
り
手
市

場
か
ら
様
相
は
一
変
し
、
企
業
業
績
悪

化
に
伴
い
採
用
抑
制
を
行
う
企
業
が
多

く
な
り
、
新
聞
等
で
「
新
卒
の
内
定
率

が
厳
し
い
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
も
他
大
学
と
同
様
に
就
職
状
況
は

厳
し
く
、
11
月
15
日
現
在
の
内
定
率
は

６
割
に
留
ま
っ
て
お
り
、
昨
年
同
時
期

に
比
べ
、
２
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

就
職
支
援
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳

日
本
工
業
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
委

員
会
で
は
毎
年
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
各
学
科
、
各

研
究
室
の
ペ
ー
ジ
や
一
年
次
か
ら
の

学
内
風
景
、
学
生
行
事
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
、
非
常
に
見
ご
た
え
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
生
涯
の

思
い
出
に
残
る
大
学
生
活
の
記
念
と

し
て
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
頁
フ
ル

カ
ラ
ー
で
価
格
は
送
料
込
み
で
八
千

円
で
す
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】

お
申
し
込
み
方
法
は
、
次
の
二
通

り
ご
ざ
い
ま
す
。

●
既
に
当
委
員
会
か
ら
ご
子
息
様
に

配
布
し
て
い
る
振
込
用
紙
に
て
申

し
込
む
。

●
直
接
下
記
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
き
、
振
込
用
紙
を

取
寄
せ
て
ご
両
親
様
が
申
し
込
む
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
「
ご
子
息
様
と

ご
相
談
し
て
頂
き
、「
同
時
申
し
込

み
」
に
な
ら
な
い
よ
う
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。

※
郵
便
局
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

【
お
申
し
込
み
締
め
切
り
日
】

平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）

【
お
渡
し
方
法
】

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
お
申
し
込
み
の

際
、
振
込
用
紙
に
て
ご
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
住
所
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

発
送
は
当
委
員
会
が
委
託
し
た
株
式

会
社
メ
デ
ィ
ア
出
版
が
印
刷
・
製
本

を
行
い
、
代
行
し
て
発
送
い
た
し
ま

す
。

【
お
届
け
日
】

平
成
22
年
７
月

【
活
動
時
間
】

平
日12

時
40
分
〜
13
時
10
分

18
時
20
分
〜
19
時
20
分

【
連
絡
先
】
　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
番
号

０
４
８
０
｜
３
４
｜
９
７
５
６

E
-m

ail
nit_album

@
hotm

ail.co.jp

※
土
曜
・
日
曜
祝
日
・
長
期
休
暇
中

は
、
休
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
対

応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

ご
了
承
下
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
発

送
以
外
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

し
い
状
況
の
中
で
、
左
記
の
よ
う
な
新

た
な
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

①
例
年
２
回
開
催
し
て
い
た
学
内
合
同

企
業
説
明
会
を
今
年
度
は
２･

４･

７

月
と
３
回
開
催
し
、
10
月
下
旬
に
２

日
間
、
第
４
回
目
の
学
内
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
６
月
中
旬
に
２
日
間
、
内
定
を
得
て

い
な
い
学
生
に
対
し
て
「
就
職
支
援

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

③
11
月
上
旬
に
、
採
用
を
継
続
し
て
い

る
企
業
の
求
人
情
報
を
一
覧
表
（
約

130
社
）
に
ま
と
め
、
内
定
を
得
て
い

な
い
学
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

④
11
月
中
旬
に
３
日
間
、「
就
職
相
談

会
」
を
開
催
し
、
求
人
情
報
の
斡
旋

等
に
つ
い
て
個
別
指
導
な
ら
び
に
、

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑤
各
研
究
室
の
教
員
に
、
厳
し
い
就
職

状
況
を
報
告
し
、
一
人
で
も
多
く
の

学
生
が
就
職
で
き
る
よ
う
協
力
を
依

頼
い
た
し
ま
し
た
。

⑥
就
職
支
援
課
で
は
、
常
に
内
定
を
得

て
い
な
い
学
生
に
対
し
て
一
人
ひ
と

り
に
「
就
職
支
援
課
へ
相
談
に
来
る

よ
う
」
電
話
で
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。

ま
だ
内
定
を
得
て
い
な
い
４
年
生
・

大
学
院
２
年
生
の
ご
父
母
の
皆
様
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
心
配
の
こ
と
と
お

察
し
い
た
し
ま
す
が
、「
最
後
ま
で
諦

め
な
い
で
、
就
職
支
援
課
へ
相
談
す
る

よ
う
」
ご
子
息
様
に
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。来

年
度
の
就
職
状
況
で
す
が
、
更
に

厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
３
年
生
・
大
学
院
１
年
生
に

在
学
さ
れ
て
い
る
ご
父
母
の
皆
様
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
こ
と
を
ご
子

息
様
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
就
職
支
援
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
は
、
出
来
る
限
り
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

②
２
月
・
４
月
に
開
催
予
定
の
学
内
合

同
企
業
説
明
会
に
は
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

③
就
職
活
動
は
早
め
に
計
画
的
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

④
求
人
情
報
サ
イ
ト
の
求
人
情
報
よ
り

も
、
本
学
に
送
ら
れ
た
求
人
情
報
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
定
す
る

率
が
高
く
な
り
ま
す
。

⑤
大
手
志
向
・
安
定
志
向
で
は
な
く
、

採
用
意
欲
が
高
い
技
術
を
持
っ
た
将

来
性
の
あ
る
中
堅
・
中
小
企
業
に
目

を
向
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
就
職
支
援
課
へ
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
就
職
活
動
を
通
じ
て
厳
し

い
実
社
会
の
現
状
に
遭
遇
す
る
で
し
ょ

う
が
、
ご
父
母
の
皆
様
に
は
ど
う
か
温

か
い
気
持
ち
で
接
し
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
就
職

支
援
課
ま
で
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
☎
０
４
８
０
｜
３
３
｜
７
５
１
０

（
就
職
支
援
課
直
通
）

真剣に企業の説明に聞き入る学生たち

現在の就職状況
及び

今後の傾向と対策について

就職支援課長　吉見　健二

就 職 支 援 課 よ り就 職 支 援 課 よ り

〜
四
年
生
の
ご
父
母
の
皆
様
へ
〜



5

比較的浅い（水深３ｍ程度）の沼や池
では、富栄養化が進みアオコの発生な
どの環境問題を引起している場合が多
い。浄化方法として直接エアを吹き込
む方法のほか、深部の水を酸素に触れ
る水面へと循環させる方法がある。後
者も広義にはエアレーションと呼ぶ。
本研究では、電源の要らない簡易な風
力駆動ポンプを開発し、水面に浮いて
機能する設計を検討する。

平成21年度　環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ
研究テーマ及びチームの構成

研究テーマ

1

研究代表者

教職員：

学　生：

学内の生物多様性の変化の計測と、
生物多様性の含む環境に対する認識の把握

佐藤杉弥　共通教育系　准教授

佐藤杉弥　共通教育系　准教授
八木田浩史　ものづくり環境学科　准教授
（4年）長澤達也、新井悟史
（3年）長田知之（学生環境推進　委員長）、
（3年）堀江政揮、原龍旭、井口辰弥、
（3年）小泉将平、本間裕貴、杉崎裕紀
（2年）岡部傑一　
（1年）岩船拓也、犬木達也、石井貴大

研究期間 研 究 の 概 要 助成額（円）

学内の施設整備に伴う、生物多様性の
変化を計測する。平成21年度は学友門
の設置を対象として、平成22年度は旧
図書館の解体などの施設整備を対象と
して、施設整備の前後について生物多
様性の比較・評価を行う。 また学生を
対象として、生物多様性を含む環境に
対する認識について、質問紙調査法を
用いて抽出を行う。

平成21年
8月 1日

平成22年
9月30日

250,000〜

研究テーマ

2

研究代表者

教職員：

学　生：

簡易型CO2測定装置の開発とCO2能動測定

関　一　共通教育系　講師

関　一　共通教育系　講師
佐藤杉弥　共通教育系　准教授
（３年）宮崎洋一
（１年）進藤　匠、嶋澤成司

冬季の定期試験において教室内のCO2
濃度を携帯型CO2濃度計で測定したと
ころ1000ppmを超えて2500ppmに迫る
濃度を検出した。これはヒトが不快か
ら眠気を催すレベルである。このこと
が動機になって（1）授業中の教室内
のCO2濃度の測定。（2）外気CO2濃
度の常時計測。（3）小型センサーを
用いて測定装置を開発して（1）およ
び（2）の測定を行うことを計画し
た。開発と測定を通して工房所属の学
生に対して室内の環境と地球環境両面
への環境教育をも行う予定である。

平成21年
8月 1日

平成22年
8月31日

250,000〜

研究テーマ

3

研究代表者

教職員：
学　生：

自然の中の音風景

服部邦彦　共通教育系　講師

服部邦彦　共通教育系　講師
（２年）原　怜、田中隆太
（１年）橋本祥一

風鈴は、夏の風物詩の一つであり風を
利用して　涼しげな癒しの音を奏で
る。そこで大学構内を吹き抜ける風を
利用し、共鳴管や風車を用いて風鈴に
代わる音源を作製し、屋外に展示し聴
覚を通じて流れ行く季節の息吹を感じ
る物理環境教材の作製を試みる。

平成21年
9月 1日

平成22年
8月31日

200,000〜

研究テーマ

4

研究代表者

教職員：
学　生：

風力駆動エアレーション装置の開発

丹澤祥晃　ものづくり環境学科　准教授

丹澤祥晃　ものづくり環境学科　准教授
（４年）室井尚吾、守友利光 平成21年

7月 1日

平成22年
3月09日

300,000〜

助成総額：1,000,000円



平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
日
（
木
）
後

援
会
会
報
八
十
一
号
、
後
援
会
の
し

お
り
（
平
成
二
十
一
年
度
版
）、
後

援
会
員
の
皆
様
へ
〜
平
成
二
十
年
度

就
職
状
況
発
行

八
月
一
日
（
土
）
夏
季
休
業
開
始
（
九

月
二
十
日
ま
で
）

八
月
一
日
（
土
）
〜
二
日
（
日
）
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

八
月
四
日
（
火
）
〜
五
日
（
水
）
夏
祭

り
（
学
生
自
治
会
主
催
）

九
月
五
日
（
土
）
秋
田
県
支
部
教
育
懇

談
会
（
秋
田
市
・
協
働
大
町
ビ
ル
）、

福
島
県
支
部
教
育
懇
談
会
（
郡
山

市
・
清
稜
山
倶
楽
部
）、
蔵
王
支
部

教
育
懇
談
会
（
天
童
市
・
ホ
テ
ル
王

将
）、
沖
縄
県
支
部
総
会
・
教
育
懇

談
会
（
那
覇
市
・
琉
球
サ
ン
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
）

九
月
六
日
（
日
）
千
葉
県
支
部
教
育
懇

談
会
（
千
葉
市
・
京
葉
銀
行
文
化
プ

ラ
ザ
）、
山
梨
県
支
部
総
会
・
教
育

懇
談
会（
笛
吹
市
・
ホ
テ
ル
春
日
居
）

九
月
十
二
日
（
土
）
岩
手
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
北
上
市
・
ホ
テ

ル
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
）、
栃
木
県

支
部
教
育
懇
談
会
（
宇
都
宮
市
・
ホ

テ
ル
丸
治
）、静
岡
県
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会（
静
岡
市
・
清
水
テ
ル
サ
）

九
月
十
九
日
（
土
）
群
馬
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会（
高
崎
市
・
高
崎

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）、成
績
発
表
（
郵
送
）

九
月
二
十
日
（
日
）
新
潟
県
支
部
教
育

懇
談
会
（
長
岡
市
・
長
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）、
茨
城
県
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会
（
筑
西
市
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
つ
た
や
）、
九
州
地
区
教
育
懇
談

会
（
福
岡
市
・
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
）、

第
十
回
秋
季
卒
業
式

九
月
二
十
一
日
（
月
・
祝
）
四
国
地
区

教
育
懇
談
会
（
高
知
市
・
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
高
知
）

九
月
二
十
四
日
（
木
）秋
学
期
授
業
開

始
九
月
二
十
六
日
（
土
）
北
陸
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
金
沢
市
・
石
川

県
女
性
セ
ン
タ
ー
）、
長
野
県
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
長
野
市
・
ホ

テ
ル
信
濃
路
）、青
森
県
支
部
教
育
懇

談
会（
青
森
市
・
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）

九
月
二
十
七
日
（
日
）
東
海
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
名
古
屋
市
・
金

山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
）、

近
畿
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
尼

崎
市
・
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）、

西
・
東
中
国
支
部
教
育
懇
談
会
（
出

雲
市
・
ホ
テ
ル
武
志
山
荘
）

九
月
二
十
八
日
（
月
）「
学
友
門
」
開

通
式

十
月
一
日
（
木
）
第
十
二
回
秋
季
入
学

式
十
月
三
日
（
土
）
近
県
教
育
懇
談
会
打

合
せ
（
大
学
）、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
連
絡
協
議
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

十
月
四
日
（
日
）
近
県
教
育
懇
談
会

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、
大

学
で
開
催
）、
第
一
回
三
次
元
―

C
A
D

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
授
賞
式

十
月
十
日
（
土
）
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃

十
月
十
六
日
（
金
）
〜
十
七
日
（
土
）
専

門
職
大
学
院
認
証
評
価
の
実
地
調
査

十
月
十
七
日
（
土
）
宮
代
会
幹
事
会

十
月
十
八
日
（
日
）
進
路
相
談
会

十
月
二
十
四
日
（
土
）
〜
二
十
五
日

（
日
）役
員
会
・
理
事
会（
赤
倉
山
荘
）

十
一
月
一
日
（
日
）
〜
三
日
（
火
）
大

学
祭
（
テ
ー
マ
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
」）

十
一
月
一
日
（
日
）
福
島
県
支
部
・
青

森
県
支
部
・
秋
田
県
支
部
大
学
視
察

研
修
、
第
十
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
、
第
二
十
三
回
建
築
設
計
競
技
表

彰
式

十
一
月
三
日
（
火
）
蔵
王
支
部
大
学
祭

出
展
（
芋
煮
）、
千
葉
県
支
部
大
学

祭
見
学

十
一
月
四
日
（
水
）
第
四
回
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

十
一
月
十
四
日
（
土
）
第
十
三
回
ス
タ

ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
テ
ク
ノ
ラ
リ
ー

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
役
員
会
、
特

別
事
業
委
員
会
、
支
部
連
絡
協
議
会

6

後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

春には桜並木が出迎えてくれる

夜間はライトアップされ美観と安全面にも配慮

「
学
友
門
」
新
設

駅
か
ら
大
学
に
一
番
近
い
「
学
友
門
」

が
新
設
さ
れ
、
９
月
28
日
（
月
）
に
開

通
し
ま
し
た
。
タ
イ
ル
張
り
の
通
路
は

徒
歩
と
自
転
車
の
み
通
行
可
能
で
、
安

全
性
と
利
便
性
か
ら
学
生
・
教
職
員
に

も
大
変
好
評
で
す
。
明
る
く
見
通
し
が

良
く
な
り
、
道
路
向
か
い
に
あ
る
「
学

友
会
館
」
と
の
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
今
後
、
本
館
正
面
玄
関
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
美

し
い
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
現
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。


